
神戸ポ

１
５７

１

浦
公
園
ま
で
走
る
が
、
こ
こ
で
は
バ
ス

が
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
だ
け
の
時
間
し
か
を

い
。
こ
の
コ
ー
ス
は
観
光
コ
ー
ス
の
な

か
で
も
特
に
平
凡
左
も
の
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

☆
Ｂ
コ
ー
ス
（
午
後
１
時
叩
分
発
車
、

の
り
ば
Ｉ
神
戸
新
聞
会
館
北
側
広
場
）

は
神
戸
港
の
遊
覧
と
六
甲
山
コ
ー
ス
で

内
容
は
左
か
な
か
豊
富
で
あ
る
。

神
戸
港
の
遊
覧
は
中
突
堤
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
前
で
大
型
遊
覧
船
に
乗
船
、
港
内

を
巡
覧
す
る
（
妬
分
）
こ
こ
か
ら
再
度
山

ド
ラ
ィ
ブ
ウ
ェ
ィ
を
経
て
六
甲
観
光
牧

場
ま
で
登
る
。
バ
ス
道
路
は
い
い
が
車

は
か
ま
り
混
雑
し
て
い
る
。
し
か
し
、

バ
ス
か
ら
の
眺
望
は
い
た
だ
け
る
。
こ

の
六
甲
牧
場
か
ら
山
頂
の
回
転
展
望
台

（
巧
分
）
で
六
甲
連
山
の
風
景
を
楽
し

み
、
表
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
を
経
て

三
宮
に
帰
る
。
所
要
時
間
（
３
時
間
別

分
）
。
こ
の
コ
ー
ス
は
海
と
山
を
結
ぶ

コ
ー
ス
と
し
て
推
賞
出
来
る
が
、
天
気

の
悪
い
と
き
は
興
味
は
半
減
す
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
雨
の
六
甲
山
も
お
つ
な
も

の
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。

こ
の
Ｂ
コ
ー
ス
は
廻
月
１
日
か
ら
３

月
四
日
ま
で
冬
季
の
山
の
危
険
な
時
期

は
中
止
さ
れ
、
Ｃ
コ
ー
ス
に
変
更
さ
れ

て
い
る
。

☆
Ｃ
コ
ー
ス
は
、
Ｂ
コ
ー
ス
の
冬
期

コ
ー
ス
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
が
Ａ
コ

ー
ス
と
殆
ん
ど
変
ら
な
い
。
た
だ
Ａ
コ

ー
ス
に
神
戸
港
巡
覧
が
加
え
ら
れ
る
と

い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

料
金
は
、
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
７
０
円
で
乗
船
料

入
場
料
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

な
お
、
学
校
の
休
暇
時
期
と
か
旅
行

シ
ー
ズ
ン
中
は
か
な
り
混
む
と
言
う
。

観
光
バ
ス
は
指
定
席
制
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
前
も
っ
て
予
約
し
て
お
い
た
方

が
い
い
よ
う
だ
。

☆特集第 Ⅱ 回☆

トタワ

霊

観光バスの
行かない神戸

神
戸
は
水
色
の
街
だ
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
は
ハ
イ
カ
ラ
な
街
と
い
う
意
味
も

含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
戸
に
も

名
所
も
あ
れ
ば
古
蹟
も
あ
る
。

平
安
朝
の
昔
か
ら
、
須
藤
、
舞
子
の

浜
は
、
白
砂
青
松
の
景
勝
の
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

と
に
か
く
、
観
光
バ
ス
は
短
時
間
に

こ
れ
ら
の
特
色
を
案
内
し
よ
う
と
す
る

か
ら
盛
り
沢
山
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

表
面
を
眺
め
る
に
は
都
合
よ
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
ご
紹
介
し
よ
う
。

神
戸
市
営
の
定
期
観
光
バ
ス
は
、
毎

日
２
回
、
年
中
無
休
（
⑫
月
剖
日
を
除

く
）
で
観
光
コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
る
。

☆
Ａ
コ
Ｉ
ス
（
午
前
９
時
釦
分
発
車
、

の
り
ば
Ｉ
神
戸
新
聞
会
館
北
側
広
場
）

で
は
、
神
戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
（
釦
分
）

を
皮
切
り
に
相
楽
園
（
加
分
）
、
湊
川

神
社
（
加
分
）
、
須
磨
浦
公
園
（
５
分
）

水
旅
館
（
釦
分
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

所
要
時
間
（
３
時
間
Ⅲ
分
）
。
鼓
型
の

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は
こ
の
コ
ー
ス
で
は
一

番
の
見
所
。
動
き
の
あ
る
神
戸
港
が
展

望
出
来
る
。
湊
川
神
社
は
楠
正
成
を
ま

つ
っ
て
い
る
神
社
で
、
徳
川
光
園
の
筆

蹟
に
よ
る
「
鳴
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」
が

あ
る
ほ
か
、
宝
物
館
も
見
学
出
来
る
。

須
磨
水
族
館
は
神
戸
市
自
慢
の
施
設
で

魚
類
も
豊
富
で
充
分
楽
し
め
る
。
こ
こ

か
ら
、
こ
の
コ
ー
ス
の
終
着
点
、
須
磨

観
光
バ
ス
の
行
く
コ
ー
ス
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☆
乙
女
塚

高
橋
虫
磨
の
「
蒐
原
処
女
が
墓
を
見

る
歌
一
首
並
に
短
歌
」
を
ご
存
知
の
方

も
多
い
だ
ろ
う
（
万
葉
集
巻
九
）
。

葦
屋
の
蒐
原
処
女
を
め
ぐ
る
血
沼
壮

士
と
蒐
原
壮
士
の
争
い
の
物
語
で
あ
る

こ
の
二
人
の
男
性
は
、
美
し
き
蒐
原
乙

女
に
わ
れ
が
ち
に
競
争
で
求
婚
し
、
乙

女
の
た
め
な
ら
「
水
に
入
り
、
火
に
も

入
ら
む
と
」
決
斗
を
は
じ
め
よ
う
と
し

た
。
そ
こ
で
乙
女
は
、
母
に
「
賎
し
き

吾
が
故
ま
す
ら
を
の
争
ふ
見
れ
ば
生
け

り
と
も
逢
ふ
く
く
あ
れ
や
し
く
し
ろ
黄

泉
に
待
た
む
と
」
と
語
っ
て
、
「
う
ち

嘆
き
」
つ
つ
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
夜
、

乙
女
の
死
を
夢
で
知
っ
た
血
沼
壮
士

は
、
あ
と
を
追
っ
て
死
ん
だ
。
残
さ
れ

た
蒐
原
壮
士
は
、
血
沼
壮
士
に
「
負
け

て
は
あ
ら
じ
」
と
、
二
人
の
後
を
追
う
。

そ
こ
で
三
家
の
親
族
は
一
同
に
集
ま

り
、
こ
の
悲
劇
を
「
永
き
代
に
し
る
し

せ
む
と
」
「
処
女
墓
中
に
造
り
置
き
壮

士
墓
此
方
に
造
り
置
け
る
」
と
い
う
お

話
。こ

の
妻
争
伝
説
の
乙
女
塚
が
御
影
の

東
明
に
あ
る
。
草
の
生
い
茂
っ
た
、
小

さ
な
塚
で
あ
る
が
、
う
っ
か
り
す
る
と

見
す
ご
し
て
し
ま
う
。
謡
曲
求
塚
、
森

鴎
外
「
生
田
川
」
を
ど
を
思
い
合
せ
て

こ
の
古
代
悲
劇
を
、
想
像
の
世
界
で
復

原
し
て
み
る
と
面
白
い
。

阪
神
三
宮
駅
か
ら
新
在
家
駅
下
車

（
巧
円
）
。
第
二
阪
神
国
道
を
徒
歩
に
て

東
へ
叩
分
。

☆
布
引
の
滝

ｑ

文
学
・
古
典
コ
ー
ス

ゆ

こ
こ
は
神
戸
の
景
勝
地
と
し
て
昔
か

ら
有
名
な
所
だ
。
三
宮
の
繁
華
街
か
ら

車
で
加
分
足
ら
ず
。

登
り
口
に
さ
し
か
か
る
と
、
川
の
清

流
の
音
に
ま
じ
っ
て
、
滝
の
音
が
涼
感

を
呼
ぶ
。
夏
は
こ
と
に
よ
い
。

こ
こ
は
「
伊
勢
物
語
」
に
も
登
場
す

る
し
、
藤
原
行
平
の
う
た
っ
た
「
ぬ
き

み
だ
る
人
も
あ
る
ら
し
白
玉
の
ま
な
く

も
散
る
か
袖
の
狭
き
に
」
は
、
布
引
の

滝
が
題
材
で
あ
る
。

中
河
与
一
氏
の
名
作
「
天
の
夕
顔
」

に
も
、
人
妻
を
恋
う
る
青
年
が
市
電
で

布
引
と
三
宮
の
間
を
ゆ
き
き
す
る
場
面

が
描
か
れ
て
い
る
。

市
電
三
宮
駅
か
ら
石
屋
川
行
に
て
布

引
前
下
車
。
蛎
円
。
北
へ
歩
い
て
５
分

雌
滝
に
着
く
。

☆
神
戸
移
住
幹
旋
所

「
一
九
三
○
年
三
月
八
日
。
神
戸
港
は

雨
で
あ
る
。
細
々
と
け
ぶ
る
春
雨
で
あ

る
。
海
は
灰
色
に
か
す
み
、
町
も
朝
か

ら
夕
暮
れ
ど
き
の
や
う
に
暗
い
」
。

石
川
達
三
「
蒼
唄
」
の
書
き
出
し
で

あ
る
。
昭
和
加
年
、
芥
川
賞
作
品
。
こ

の
作
品
に
描
か
れ
た
「
国
立
海
外
移
住

民
収
容
所
」
は
現
在
「
神
戸
移
住
幹
旋

所
」
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
石
川
氏

の
目
に
写
っ
た
、
異
郷
へ
旅
立
つ
貧
し

い
移
民
の
群
れ
は
、
今
日
の
神
戸
で
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
建
物

だ
け
は
、
色
を
か
え
て
そ
の
ま
ま
の
姿

で
残
っ
て
い
る
が
。
た
だ
、
雨
の
日
の

神
戸
港
の
描
写
は
、
今
日
も
正
確
で
あ

る
。
「
海
は
灰
色
に
か
す
み
、
町
も
朝

か
ら
夕
暮
れ
ど
き
の
や
う
に
暗
い
」
あ

る
い
は
、
そ
れ
は
港
町
の
憂
う
つ
と
い

え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

市
電
山
手
線
で
三
宮
か
ら
中
山
手
３

丁
目
下
車
。
妬
円
。
ト
ア
・
ロ
ー
ド
を

北
へ
、
左
へ
折
れ
る
と
神
戸
移
住
幹
旋

所
で
あ
る
。

ワ

異
人
館
コ
ー
ス

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
神
戸
の
た
た
ま
ず
い

を
味
わ
う
に
は
、
み
な
と
神
戸
の
歴
史

と
と
も
に
生
き
た
異
人
館
の
家
々
を
、

海
岸
通
を
あ
る
き
、
北
野
町
の
坂
道
を

の
ぼ
っ
て
、
一
つ
一
つ
た
ん
ね
ん
に
探

し
訪
ね
て
ゆ
け
ば
、
そ
こ
こ
こ
に
た
だ

よ
う
異
国
的
な
ム
ー
ド
が
堪
能
で
き

る
。道

も
近
く
、
北
野
町
、
山
本
通
は
、

三
宮
駅
か
ら
⑦
系
統
の
市
バ
ス
妬
円
を

利
用
す
れ
ば
簡
単
に
ゆ
け
る
。
旧
居
留

地
は
歩
い
て
加
分
。

〈
見
か
た
。
楽
し
み
か
た
〉

訪
ね
る
前
に
異
人
館
の
研
究
家
坂
本

勝
比
古
さ
ん
に
お
尋
ね
し
た
見
ど
こ
ろ

に
ち
ょ
っ
と
お
耳
拝
借
。

・
風
見
鶏
の
見
え
る
北
野

町
、
新
日
本
汽
船
天
神
寮

「
出
来
れ
ば
足
ま
か
せ
に
歩
い
て
、
神

戸
の
街
の
中
に
異
人
館
の
持
つ
余
韻
と

建
物
全
体
の
古
び
た
時
代
が
か
っ
た
様

式
の
も
つ
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
下
さ

い
。個

々
に
は
、
建
物
の
ベ
ラ
ン
ダ
、
鎧

戸
の
上
げ
下
げ
、
建
物
の
軒
延
り
、
胴

ま
わ
り
の
飾
り
、
赤
レ
ン
ガ
の
煙
突
な

ど
部
分
的
左
良
さ
を
。
若
し
館
内
に
入

れ
る
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ベ
ラ

ン
ダ
の
飾
り
や
、
母
屋
（
主
人
）
附
属

屋
（
女
中
部
屋
、
炊
事
場
）
の
配
置
玄

関
の
ホ
ー
ル
の
感
じ
、
階
段
の
親
柱
の

彫
刻
さ
れ
た
手
す
り
下
媛
炉
の
飾
り
天

聯
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日居留地の江商神戸支店

Ｉ
井
の
蛇
腹
な
ど
に
明
治
時
代
の
洋
間
様

式
の
雰
囲
気
と
美
し
さ
を
充
分
楽
し
め

る
こ
と
が
出
来
ま
す
」

〈
居
留
地
近
辺
〉

▽
新
日
本
気
船
Ｋ
Ｋ
△
三
宮
駅
か
ら
南

口
下
り
市
電
に
そ
っ
て
西
へ
行
く
と
京

町
筋
に
出
る
。
ク
レ
セ
ン
ト
ビ
ル
の
旗

と
新
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
コ
ー
ヒ

ー
色
の
建
物
を
眺
め
て
過
ぎ
る
と
、
赤

レ
ン
ガ
の
新
日
本
汽
船
ビ
ル
が
あ
る
。

も
と
は
英
国
の
ジ
ャ
ー
デ
ン
・
マ
セ
ソ

ン
商
会
。
京
町
駆
番
に
明
治
調
年
に
英

人
ハ
ン
セ
ル
の
設
計
で
建
築
さ
れ
た
。

戦
災
で
大
改
造
が
な
さ
れ
た
が
、
レ
ン

ガ
の
あ
か
る
い
色
調
は
洗
練
さ
れ
た
昔

日
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。

▽
江
商
神
戸
支
店
△
つ
づ
い
て
東
京
銀

行
の
西
隣
り
に
古
び
た
小
さ
を
灰
色
の

建
物
が
あ
る
。
神
戸
市
内
に
残
る
唯
一

の
明
治
初
期
居
留
地
洋
館
で
、
こ
の
近

辺
に
も
っ
と
も
古
く
、
も
っ
と
も
長
く

神
戸
の
町
を
見
て
来
た
大
先
輩
。
戦
火

に
ま
ぬ
が
れ
て
な
お
開
港
当
時
の
建
築

の
面
影
を
残
し
て
た
た
ず
ん
で
い
る
。

▽
旧
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
△
江
商
神

戸
支
店
を
西
へ
海
岸
通
に
行
く
と
、
ド

イ
ツ
人
建
築
家
ゲ
・
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
設

計
に
よ
っ
て
明
治
如
年
に
建
築
さ
れ
た

１
１

⑪

旧
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
が
見
え
る
。

戦
災
で
南
側
外
壁
に
旧
規
を
留
め
て
い

る
が
、
内
外
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
重

厚
な
建
物
で
あ
る
。

〈
山
本
通
り
近
辺
〉

▽
東
天
閣
△
三
宮
駅
か
ら
市
バ
ス
⑦
系

統
で
ト
ア
・
ロ
ー
ド
で
降
り
る
と
、
異

人
館
東
天
閣
の
煙
突
が
見
え
て
来
る
。

英
人
技
師
ガ
リ
バ
ー
の
設
計
で
明
治
”

年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
。
北
京
料
理
を

異
人
館
ム
ー
ド
の
中
で
味
わ
う
の
も
神

戸
な
ら
で
は
の
こ
と
。
山
本
通
に
出
る

と
旧
ハ
ン
セ
ル
邸
（
英
人
建
築
家
）
で

▽
Ｅ
・
Ｊ
・
シ
ュ
エ
ケ
氏
邸
△
の
美
し

い
ベ
ラ
ン
ダ
や
鯨
を
あ
げ
た
屋
根
な
ど

異
人
館
の
粋
が
見
ら
れ
る
。
近
く
の
、

▽
エ
フ
・
ブ
ル
ム
氏
邸
△
は
樹
立
の
中

に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
〃
緑
の
館
″
で
あ

る
。
夕
陽
に
輝
や
く
空
に
、
緑
の
樹
立

古
び
た
フ
ラ
ン
ス
風
の
窓
を
見
て
い
る

と
、
メ
ル
ヘ
ン
の
森
の
精
が
話
し
か
け

て
く
る
よ
う
だ
。
こ
の
館
の
東
に
は
▽

神
戸
女
子
短
大
の
山
本
寮
△
、
ま
た
小

さ
を
教
会
が
さ
さ
や
か
に
十
字
架
を
あ

げ
て
い
る
。
こ
こ
を
西
へ
行
く
と
つ
つ

じ
と
菊
で
名
高
い
相
楽
園
に
で
る
。
昨

年
移
転
し
た
▽
旧
ハ
ッ
サ
ム
氏
邸
△

（
重
要
文
化
財
）
は
こ
の
中
に
あ
る
。
ハ

ン
セ
ル
の
手
に

よ
っ
て
設
計
さ

れ
た
こ
の
邸

は
、
外
観
の
意

匠
に
特
長
が
あ

り
、
ベ
ラ
ン
ダ

の
細
や
か
を
意

匠
、
三
角
形
ペ

ジ
メ
ン
ト
の
出

人
口
を
ど
に
細

や
か
を
配
慮
が

さ
れ
、
貿
易
商

ハ
ッ
サ
ム
氏
の

華
や
か
な
昔
日

Ｐ

宮
呈

さ
せ
る
。
春
（
４
月
晦
日
’
５
月
諏
日
）

秋
（
如
月
１
日
ｌ
ｎ
月
配
日
）
に
一
般

市
民
に
公
開
さ
れ
る
。

〈
北
野
町
近
辺
〉

三
宮
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
拾
っ
て

「
北
野
の
三
本
松
ま
で
」
と
運
ち
ゃ
ん

に
命
じ
た
な
ら
卯
円
の
支
出
で
す
む
。

こ
の
三
本
松
の
お
不
動
様
を
上
に
登
る

と
、
こ
こ
い
ら
は
外
人
ネ
ー
ム
の
邸
が

軒
な
み
に
あ
る
。
た
ち
ど
ま
っ
て
言
葉

を
か
わ
す
外
人
も
流
暢
な
神
戸
弁
。
左

に
折
れ
る
と
異
人
館
が
海
の
見
え
る
高

台
の
中
に
点
々
と
並
び
、
モ
ダ
ン
神
戸

の
ム
ー
ド
が
満
喫
で
き
る
。

▽
小
林
秀
雄
氏
邸
△
化
粧
煉
瓦
積
み
の

煙
突
や
軒
飾
り
に
特
色
の
み
ら
れ
る
、

中
廊
下
を
も
つ
典
型
的
な
箱
型
プ
ラ
ン

の
家
。
ハ
ン
セ
ル
の
設
計
と
言
わ
れ
る
。

▽
新
日
本
汽
船
天
神
寮
△
北
野
天
満
神

社
の
西
に
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
洋
館
が
あ

り
、
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
急
勾
配
の
屋
根
と

可
愛
い
い
風
見
鶏
が
神
戸
の
街
と
海
を

静
か
に
見
降
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
風
の

趣
き
を
持
っ
た
館
で
、
明
治
狸
年
に
建

築
さ
れ
た
も
の
。

夕
暮
れ
ど
き
と
、
星
月
夜
の
北
野
町

の
異
人
館
の
た
た
ず
ま
い
は
こ
と
に
素

晴
し
い
。
二
人
連
れ
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
な
ら
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
左
想
い
出
に
も

な
ろ
う
。

〈
王
子
動
物
園
〉

▽
Ｅ
・
Ｈ
・
ハ
ン
タ
ー
邸
△
北
野
町
の

山
麓
高
台
に
そ
び
え
て
い
た
異
人
館
が

兵
庫
県
の
手
に
よ
っ
て
解
体
再
建
さ
れ

た
。
日
本
館
、
西
洋
館
、
附
属
屋
、
撞

球
場
な
ど
多
く
の
棟
を
並
べ
た
代
表
的

左
も
の
。
コ
ロ
ネ
ー
ド
ベ
ラ
ン
ダ
、
張

出
部
の
三
角
形
ペ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
数
多

く
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。
お
し
む
ら
く

は
、
北
野
町
の
た
た
ず
ま
い
の
中
で
見

ら
れ
ま
い
こ
と
だ
が
や
む
を
得
ま
い
。

’
5９
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☆
神
戸
市
立
美
術
館

異
国
情
緒
豊
か
を
油
絵
、
教
会
堂
、

南
蛮
船
、
そ
の
貿
易
の
様
な
ど
を
描
い

た
扉
風
、
工
芸
品
か
ら
人
形
、
刃
剣
、

織
物
左
ど
約
四
五
○
○
点
が
こ
の
美
術

館
の
所
蔵
品
で
あ
る
。
昭
和
蛎
年
池
長

孟
氏
が
建
て
、
妬
年
神
戸
市
に
譲
り
渡

さ
れ
た
も
の
。
シ
ー
ン
と
し
た
館
内
に

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
途
端
に
、
私
た

ち
は
遠
い
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
に
ま
つ

わ
る
一
種
独
特
の
雰
囲
気
で
包
ま
れ
て

し
ま
う
。
春
と
秋
２
回
、
南
蛮
美
術
展

を
開
く
他
洋
画
、
日
本
画
、
郷
土
作
家

展
な
ど
も
開
く
。

▽
入
場
料
大
人
加
円
。
小
人
（
巧
才

以
下
）
皿
円
。
特
別
展
の
時
は
大
人

別
円
。
小
人
加
円
。
午
前
９
時
ｌ
午

後
４
時
。

▽
位
置
国
鉄
、
阪
急
三
宮
駅
か
ら

市
バ
ス
で
美
術
館
前
下
車
。
市
電
は

熊
内
町
４
丁
目
か
１
丁
目
で
下
車
山

手
へ
。

▽
毎
月
曜
日
と
毎
月
茄
日
１
月
末
お
よ

Ｉ

☆
白
鶴
美
術
館

ハ
ク
ッ
ル

白
鶴
と
い
う
美
し
い
名
の
と
お
り
、

住
吉
川
上
流
に
あ
る
こ
の
美
術
館
の
た

た
づ
ま
い
は
す
ば
ら
し
い
。
昭
和
９
年

に
白
鶴
酒
造
の
嘉
納
治
兵
衛
翁
が
総
工

費
別
万
円
を
か
け
て
建
て
た
も
の
で
、

後
に
山
、
前
に
海
を
見
下
す
景
勝
の
地

に
あ
り
、
白
壁
と
青
銅
葺
き
の
屋
根
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。
翁
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
約
一
千
点
。
中
で
も
中
国

は
段
、
周
の
時
代
の
青
銅
器
に
逸
品
が

多
く
、
専
門
家
の
問
で
も
有
名
で
あ
る
。

古
美
術
愛
好
の
人
達
が
、
桜
花
咲
く
春

と
紅
葉
の
秋
の
年
２
回
開
館
の
季
節
を

待
つ
よ
う
に
し
て
、
毎
年
訪
れ
る
。
ゆ

っ
た
り
と
し
た
庭
園
で
赤
い
も
う
せ
ん

を
敷
き
、
お
茶
の
会
を
催
す
こ
と
も
あ

り
、
静
か
左
館
の
内
外
で
、
都
会
の
騒

音
を
逃
れ
の
ど
か
な
一
日
を
過
す
の
も

ま
た
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

▽
春
期
展
３
月
型
日
’
５
月
釦
日

秋
期
展
９
月
迦
日
１
，
月
中
旬

▽
入
場
料
一
般
印
円
。
大
学
・
高
校

生
釦
円
。
小
学
・
中
学
生
加
円
。

▽
位
置
阪
急
御
影
駅
下
車
。
北
側

へ
出
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
を
東
北

に
の
ぼ
り
つ
め
た
と
こ
ろ
。
徒
歩
加

分
位
。
又
は
国
鉄
住
吉
駅
北
口
よ
り

美
術
館
ゆ
き
バ
ス
を
利
用
。

▽
春
期
午
前
加
時
ｌ
午
後
５
時

秋
期
午
前
叩
時
ｌ
午
後
４
時

▽
月
曜
日
休
館

美
術
散
歩
コ
ー
ス

口

神戸市立美術館の南蛮画

台
活
千
折Ｉ

“
Ｉ
‐
‐
１

１
：
‐
Ｉ

Ｉ
印

び
８
月
一
杯
は
休
館

句

●

ｉ
Ｌ
区
艶
岬
淫
灘
悪
守
ｉ
，
ｉ
・
‘
‐
卜
！
‐

●
貸
画
廊

ち
ぐ
さ
屋
（
元
町
通
３
丁
目
山
側
）

末
積
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
大
丸
前
市
電
筋
）

京
美
堂
（
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
１
丁
目
山

側
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
京
町
筋
）

新
光
画
廊
（
元
町
通
３
丁
目
山
側
）

●
美
術
商
の
画
廊

元
町
画
廊
・
若
木
屋
（
元
町
通
１
丁
目

山
側
）

藤
田
画
廊
（
朝
日
会
館
東
隣
り
）

淡
洲
堂
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
三
宮
セ
ン

タ
ー
街
２
丁
目
山
側
）

ほ
か
に
デ
パ
ー
ト
の
美
術
コ
ー
ナ
ー

を
ぶ
ら
ぶ
ら
見
て
ま
わ
る
の
も
、
楽
し

い
美
術
散
歩
に
な
る
だ
ろ
う
。

☆
神
戸
の
画
廊

絵
に
関
心
の
あ
る
方
に
、
画
廊
め
ぐ

り
を
お
す
す
め
し
た
い
。
神
戸
の
主
な

画
廊
は
次
の
と
お
り
。
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川 叫 併 田 慈 洋 到 『 牛 ‐ へ ‐ 寸 釧 辻 Ｊ 氏 や （ の 耐 ）

『 ｍ ｒ 命 ② ） の ① 一 一

肝 蔀 燕 乳 卦 蝿 肖 完 祷 斗 小 行 ‐ Ｕ 芦 ’ （ 丹 燃 童 潟 昂 鮮 ＆ ジ サ 』 べ

く 帆 ・ 獣 ｒ ｃ 「 聖 職 陣 中 函 」 Ｓ 離 蒸 鮮 郎 Ｓ Ｉ Ｊ Ｓ 計 ぶ す

昔 小 計 帆 Ｊ ｏ ワ 叫 州 ‐ 例 丹 徽 章 偽 爵 丙 昇 卦 叫 ９ 斗 ｒ 与 鳶

叫 獣 Ｊ 岬 鮮 Ｓ 齢 Ｊ 汁 。 ザ 汁 〈 ｒ 翰 営 卦 〆 Ｆ Ｓ Ｉ 斤 蔚 （ Ｕ 淵 疏 １ 勺

舜 両 か 、 的 Ｓ 一 叶 州 Ｊ ｒ 汁 薗 醤 Ｓ 研 小 針 Ｊ 汁 。

部 首 獣 ノ 隷 肖 昇 瓜 剖 巡 庁 ↑ 》 Ｊ 汁 〈 珍 獣 ご ‐ 旬 獣 が 。 Ｊ 州 ↑ 》

重 侭 郎 Ｓ ぴ Ｓ － 肝 菅 ず い 伴 う Ｓ 誌 廿 吻 ″ 汁 け 窃 州 ↑ 入 Ｕ 謀 前 監

ご 鰯 国 室 六 斗 叶 う Ｊ サ ュ ー 勺 獣 が 。 卵 管 獣 醗 扉 、 戸 ↑ Ⅱ 一 時 菊 州 昔

が Ｓ 小 計 帆 Ｊ ｏ 珊 、 戸 可 丹 響

鑑 麦 綴 喜 隠翻 … 毒 爾 闘

一
四
一

再
廿
謝
。
、
蝋
で
鴬
｢
#

と
－
補
爵
、
l
i
禦
片
鯛
誼

ｇ＞
N州
>>
､↓
Ｎ>
、↓
澗輔

項
n
k
Ｎ
〉
、
<
′
Ｎ
》

州
山

Ｙ

露 頭 厩

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



己

■

■

メ ガネのパイオニア

＊新装開店＊
おしゃれメガネの

集まるところ

三重;彦隼
ユニークなめがねの専門店

琶三リカr フ
神戸三宮京町筋（センター街上る）
神戸クーポン歓迎・ＴＥＬ３３．７１３４

センスをポイントにしているウエアーの店

妻聯-《ｼ ﾌ ﾀ一
月U生田・三宮3.18ＴＥＬ39／１８５１

頚
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蕊

京
都
に
は
〃
哲
学
の
道
〃
と
呼
ば
れ

る
散
歩
コ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
こ
を
思
索

の
場
所
と
し
た
学
者
や
学
生
は
数
多
い

「
人
間
は
考
え
る
葦
だ
」
と
パ
ス
カ
ル

は
言
う
。
多
忙
と
い
う
言
葉
が
、
人
々

の
合
言
葉
に
な
っ
た
よ
う
左
現
代
に
お

い
て
、
む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
私
ど

も
に
は
「
考
え
る
」
と
い
う
孤
独
の
時

間
が
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。

神
戸
の
な
か
の
〃
哲
学
の
道
〃
を
探

し
て
み
た
い
。

☆
噴
水
の
あ
る
公
園

国
鉄
三
宮
駅
で
降
り
て
、
神
戸
市
役

所
前
の
フ
ラ
ワ
ー
・
ロ
ー
ド
に
沿
っ
て

約
２
０
０
ｍ
南
へ
く
だ
る
。
小
さ
を
花

壇
が
、
足
も
と
に
美
し
い
。
や
が
て
、

ま
つ
し
ろ
た
水
の
噴
き
あ
が
る
公
園
に

出
る
。
水
に
め
ぐ
ま
れ
た
神
戸
の
豪
著

な
響
宴
だ
。
市
と
青
年
会
議
所
、
そ
の
他

多
勢
の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
公
園
だ
が
、
昼
休
み
時
に
は
附
近
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
の

絶
好
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

噴
水
は
、
そ
れ
を
ま
じ
か
に
見
て
い

る
だ
け
で
、
な
ぜ
か
心
の
汚
れ
を
洗
い

流
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の

澄
ん
だ
心
で
い
ち
ど
静
か
に
人
生
を
、

自
分
の
生
活
を
考
え
て
み
た
い
。
周
囲

に
は
、
自
動
車
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
走

っ
て
い
る
が
、
こ
の
噴
水
の
あ
る
公
園

に
は
、
い
わ
ば
騒
音
の
を
か
の
静
寂
が

ひ
そ
ん
で
い
る
。

☆
禅
昌
寺
の
庭

バ
ス
を
降
り
る
と
、
す
ぐ
右
手
に
禅

昌
寺
の
石
段
が
見
え
た
。
診
蒼
た
る
木

々
が
石
段
の
左
右
か
ら
お
お
い
か
ぶ
さ

る
よ
う
に
茂
っ
て
い
る
。
近
く
を
流
れ

る
妙
法
寺
川
の
水
音
も
さ
わ
や
か
だ
。

鞘群許諾蕊上群: 龍5 毒: 蛾
謹韓§講漂:癖: ; :§；

柵

考
え
る
コ
ー
ス

⑤

数
十
段
も
あ
る
石
段
を
登
り
切
る
と
、

息
が
は
ず
む
。

神
撫
山
麓
に
約
６
０
０
年
の
昔
に
建

て
ら
れ
た
お
寺
。
竹
や
ぶ
と
山
に
か
こ

ま
れ
た
静
か
な
寺
院
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
す
ず
め
の
お
宿
が
あ
り
、
お
寺
の

軒
先
に
は
無
数
の
ひ
ょ
う
た
ん
が
吊
ら

れ
て
い
る
。
代
々
住
職
の
や
さ
し
い
心

づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
毎
年
ｎ
月
躯

日
に
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
祭
り
が
お
こ
な

わ
れ
る
。
も
っ
と
も
最
近
は
、
す
ず
め

も
ひ
ょ
う
た
ん
の
お
宿
に
入
ら
ず
、
も

っ
ぱ
ら
竹
や
ぶ
や
屋
根
の
上
を
飛
び
ま

わ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
神
戸
に
も
こ
ん

な
所
が
あ
る
の
か
、
と
思
え
る
よ
う
左

静
か
を
場
所
。
文
字
通
り
俗
塵
を
離
れ

た
こ
こ
は
、
思
索
に
は
最
適
の
場
所
だ

と
い
え
よ
う
。
禅
昌
寺
は
ま
た
、
紅
葉

の
名
所
で
あ
る
。

新
開
地
か
ら
車
大
道
行
バ
ス
に
乗

り
、
禅
昌
寺
で
下
車
。
邪
円
。

☆
舞
子
公
園

須
磨
浦
公
園
と
並
ん
で
松
林
の
名
所

で
あ
る
。
松
並
木
を
ぬ
っ
て
、
砂
を
ふ

！
ん
で
歩
く

詫
晶
●
蛍
。
●
悪
岸
擢
輯
譜
洋
労

’
8３

え
る
。
遠
く
に
魚
火
が
点
々
と
輝
き
始

め
る
頃
、
舞
子
公
園
か
ら
眺
め
る
落
日

の
光
景
は
す
ば
ら
し
い
。
左
に
か
し
ら

人
生
の
哀
愁
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
。
国
鉄
三
宮
駅
か
ら
舞
子
駅

ま
で
。
釦
円
。

Lヨ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

楽
し
み
は

格
別
だ
。

海
が
近
い

の
で
夏
は

海
水
浴
客

で
賑
わ
い

を
み
せ
る

し
か
し

こ
こ
が
一

番
美
し
い

の
は
や
は

り
夕
暮
れ

ど
き
で
あ

る
。
目
と

鼻
の
先
に

淡
路
島
が

霞
ん
で
み

☆
大
丸
デ
パ
ー
ト
屋
上

デ
パ
ー
ト
の
屋
上
は
子
供
に
と
っ
て

魅
力
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
遊
び
が
並
ん
で

い
る
。
し
か
も
、
乗
物
も
〃
夢
の
超
特

急
″
と
か
〃
ベ
ビ
ー
ジ
エ
ッ
ト
〃
な
ど

を
ち
ゃ
ん
と
取
り
入
れ
て
い
る
の
に
驚

く
。
モ
ノ
レ
ー
ル
、
チ
ン
チ
ン
電
車
、

お
馬
さ
ん
、
加
円
玉
を
入
れ
て
観
る
マ

ン
ガ
映
画
、
大
人
で
も
や
っ
て
み
た
く

な
る
ラ
ィ
フ
ル
ゲ
ー
ム
な
ど
の
他
、
金

魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
の
水
遊
び
。

小
鳥
や
犬
、
熱
帯
魚
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ

る
。
パ
パ
や
マ
マ
の
た
め
に
は
植
木
や

花
の
コ
ー
ナ
ー
が
目
を
う
る
お
す
の
に

最
適
。
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
ら
随
所
に
あ

る
お
店
で
お
好
き
左
も
の
を
ど
う
ぞ
。

た
こ
焼
、
お
好
み
焼
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、

あ
ら
ゆ
る
軽
食
が
味
覚
の
方
を
満
足
さ

せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
一
休
み
の
後
に

は
妬
分
で
焼
き
上
る
楽
焼
き
で
自
作
の

灰
皿
や
、
額
皿
、
湯
の
み
茶
碗
を
持
ち

帰
る
の
も
愉
快
で
あ
る
。
写
真
屋
さ
ん

に
、
好
き
を
場
所
で
撮
っ
て
も
ら
っ
て

加
秒
で
仕
上
り
（
１
枚
３
０
０
円
）
と

い
う
設
備
も
あ
る
の
で
つ
け
足
し
て
お

こ
う
。
月
曜
日
休
み
。

▽
位
置
国
鉄
元
町
駅
東
口
下
車
、
南

へ
５
分

市
電
大
丸
前
下
車

☆
王
子
動
物
園

晴
れ
た
日
曜
日
の
動
物
園
は
、
小
さ
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神
戸
は
、
ス
タ
ン
ド
・
バ
ー
の
発
祥

の
地
で
あ
る
。
だ
か
ら
少
な
く
と
も
日

本
の
メ
ッ
カ
だ
と
い
っ
て
差
支
え
を
い

だ
ろ
う
。
清
酒
、
洋
酒
と
も
豊
富
で
左
利

き
に
は
妙
味
の
多
い
町
だ
と
い
え
る
。

日
本
で
も
一
番
古
い
の
で
は
左
い
か

と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
ア
カ
デ
ミ
ー
だ

が
、
丸
木
を
組
み
船
の
キ
ャ
ビ
ン
風
に

構
え
た
店
は
し
っ
と
り
と
し
た
落
着
き

が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
は
い
い
と
は
言
え

な
い
が
静
か
に
飲
め
る
楽
し
み
が
あ
る

本
格
的
左
ウ
イ
ス
キ
ー
ソ
ー
ダ
は
見
事

な
も
の
で
あ
る
。
（
加
納
町
３
丁
目
東

側
）
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
味
よ
く
飲
ま
し
て

く
れ
る
店
が
、
コ
ウ
ベ
・
ハ
イ
ボ
ー
ル

こ
の
店
は
フ
ラ
ン
ク
な
立
ち
飲
み
ス
タ

イ
ル
、
安
く
楽
し
め
る
（
朝
日
会
館
地

下
）
洋
酒
の
種
類
も
あ
る
し
こ
れ
も
欧

風
の
キ
ャ
ビ
ン
ス
タ
イ
ル
で
シ
ッ
ク
な

を
子
供
達
の
天
国
。
観
覧
車
の
中
か
ら

マ
マ
に
手
を
ふ
る
子
供
、
子
供
自
動
車

に
乗
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
子
供
、
ど
の
子
供

の
顔
も
し
あ
わ
せ
が
い
っ
ぱ
い
。

王
子
動
物
園
の
案
内

▽
入
園
料
大
人
（
廻
歳
以
上
）
印
円

小
人
（
６
歳
ｌ
廻
歳
未
満
）
加
円

６
歳
未
満
無
料
（
た
だ
し
保
護
者
付

添
い
の
こ
と
）

▽
遊
戯
施
設
飛
行
塔
、
子
供
汽
車
、

観
覧
車
、
ポ
ー
ト
、
メ
リ
ー
サ
ー
ク

ル
、
人
工
衛
生
、
ジ
ャ
イ
ロ
、
回
転

式
ス
ク
ー
タ
ー
、
子
供
自
動
車
、
室

内
遊
戯
物
（
１
回
皿
円
ｌ
加
円
）

▽
位
置
市
電
、
市
バ
ス
王
子
動
物
園

前
下
車
、

国
鉄
灘
駅
下
車
北
約
５
分

阪
急
西
灘
駅
下
車
す
ぐ
西

阪
神
岩
屋
駅
下
車
北
約
皿

分

▽
貸
乳
母
車
１
回
釦
円

☆
須
磨
水
族
館

須
磨
海
浜
公
園
の
中
、
四
季
の
花

香
る
花
壇
に
囲
ま
れ
て
、
須
磨
水
族
館

が
あ
る
。
館
内
は
、
ア
ク
ア
ラ
ン
ド
プ

ー
ル
を
は
じ
め
、
実
験
プ
ー
ル
、
海
ガ

メ
専
用
プ
ー
ル
な
ど
、
大
小
印
余
の
水

槽
に
４
５
０
種
（
約
４
７
０
０
尾
）
の

魚
を
飼
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
先

日
ミ
コ
ャ
ン
ソ
連
副
首
相
が
訪
日
の
際

に
、
た
の
ん
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
〃
チ

ョ
ウ
ザ
メ
〃
や
ア
メ
リ
カ
の
〃
白
チ
ョ

ウ
ザ
メ
〃
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
〃
肺

魚
″
な
ど
珍
ら
し
い
魚
も
多
い
。
春
休

両

」
活
九
折

み
、
夏
休
み
に
は
、
小
・
中
学
生
達
で

大
い
に
賑
わ
い
、
日
曜
日
は
家
族
連
れ

で
一
日
楽
し
く
遊
べ
る
。
ま
た
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
で
魚
つ
り
な
ど
す

る
の
も
楽
し
い
。

▽
入
場
料
大
人
（
廻
歳
以
上
）
如
円

小
人
（
６
歳
以
上
）
加
円

幼
児
（
６
歳
未
満
）
加
円

※
付
添
人
の
あ
る
幼
児
は
２
人
ま
で

無
料

▽
位
置
国
鉄
須
磨
駅
下
車

市
電
・
市
バ
ス
水
族
館
前

下
車

申

8４

ピンク・
コーナー

ド
リ
ン
ク
・
コ
ー
ス

こ
の
原
稿
の
締
め
切
り
日
は
、
ち
ょ

う
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
中
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
全
世
界
の
若
人
が
日
ご
ろ
鍛

え
た
ワ
ザ
を
競
う
世
紀
の
聖
典
で
あ

り
、
決
し
て
〃
性
典
″
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
さ
よ
う
な
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
今
回
限
り
は
実
は
妙
な
お
話
左
ど

し
た
く
ま
い
と
い
う
の
が
、
日
本
の
国

民
の
一
人
と
し
て
の
本
心
で
ご
ざ
い
ま

し
て
…
…
た
ど
と
や
っ
て
い
る
と
キ
リ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
の
マ
ジ
メ
な

こ
と
さ
え
わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
あ

る
友
人
か
ら
聞
い
た
〃
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
見
方
″
と
い
う
の
を
ご
披
露
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

こ
の
友
人
は
、
た
と
え
ば
重
量
あ
げ

の
場
合
、
バ
ー
ベ
ル
を
さ
し
上
げ
る
こ

と
な
ど
は
実
は
ど
う
で
も
い
い
の
で
、

焦
点
は
つ
ね
に
一
つ
の
と
こ
ろ
に
し
ぼ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
り

つ
ば
だ
と
か
、
こ
れ
は
貧
弱
だ
と
か
い

っ
て
、
そ
の
品
物
の
〃
判
定
〃
に
夢
中

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
ん
な

見
方
を
非
難
す
る
わ
け
に
は
参
り
ま
せ

ん
。
バ
レ
エ
（
踊
り
の
方
で
す
）
の
男

性
の
踊
り
手
の
体
格
が
貧
弱
な
場
合
、

い
や
で
も
目
に
つ
く
の
が
、
ア
ソ
コ
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
脹
ら
み
で
す
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
を
見
る
な
と
い
っ
て
も
い
や

で
も
目
に
つ
い
て
し
ま
う
。
小
柄
な
日

本
人
の
体
格
の
宿
命
で
し
ょ
う
か
。
さ

て
、
日
本
に
初
の
金
メ
ダ
ル
を
も
た
ら

し
た
選
手
に
つ
い
て
、
友
人
の
感
想
を

求
め
ま
す
と
「
や
っ
ぱ
り
世
界
一
だ

よ
」
と
申
し
ま
し
た
。
（
Ｔ
）
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ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス

ベ
ッ
ク
や
学
生
達
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

生
田
神
社
前
筋
の
上
高
地
と
い
う
音

楽
喫
茶
の
地
下
に
あ
る
バ
ー
も
、
遠
慮

気
兼
ね
な
く
飲
め
る
広
い
店
だ
。
外
人

も
チ
ラ
ホ
ラ
飲
ん
で
い
る
。
一
○
○
万

弗
（
農
業
会
館
東
小
路
上
る
西
側
２
階
）

特
色
と
い
っ
て
は
別
に
な
い
が
安
く
飲

む
に
は
い
い
だ
ろ
う
。

ス
ケ
ー
ル
は
小
さ
く
て
も
安
心
し
て

飲
め
る
の
は
ゆ
き
（
セ
ン
タ
ー
街
京
町

筋
上
る
二
筋
目
東
入
る
山
側
）
常
連
の

多
い
店
だ
が
、
行
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
を

ピンク・
コーナー

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
バ
ー
テ
ン
も
若

い
が
シ
ッ
カ
リ
し
て
い
る
。
国
際
会
館

の
地
階
に
サ
ン
ト
リ
ー
・
バ
ー
が
あ
る

旅
の
疲
れ
を
慰
や
す
に
は
い
い
と
こ
ろ

静
か
な
雰
囲
気
も
い
い
。
こ
れ
ま
で
は

殆
ん
ど
ス
タ
ン
ド
ス
タ
イ
ル
。
バ
ー
な

れ
ば
小
さ
く
て
も
宝
石
の
よ
う
左
素
晴

ら
し
い
の
が
ワ
ン
サ
と
あ
る
。

酒
が
飲
み
た
い
〃
灘
の
酒
が
〃
と
言

わ
れ
る
と
困
る
。
案
外
少
な
い
の
だ
。

新
聞
会
館
の
地
階
に
生
一
本
が
あ
る
が

高
級
で
あ
る
。
お
で
ん
で
一
杯
と
い
う

人
に
は
阪
急
東
口
に
竹
葉
亭
が
あ
る
。

混
ん
で
い
る
の
で
ゆ
っ
く
り
は
や
れ
な

い
け
れ
ど
、
樽
抜
き
の
酒
は
こ
こ
の
名

物
で
も
あ
る
。
お
茶
漬
の
店
で
有
名
な

く
れ
な
い
（
生
田
新
道
浜
側
２
階
）
は

民
芸
調
で
居
酒
屋
ス
タ
イ
ル
。
カ
ス
リ

の
着
物
で
応
待
し
て
く
れ
る
。

変
っ
た
と
こ
ろ
で
半
ど
ん
（
阪
急
元

町
地
下
街
）
こ
こ
は
家
庭
的
な
雰
囲
気

で
常
連
が
多
く
文
化
人
仲
間
の
多
い

店
。
神
戸
名
物
た
こ
の
壷
（
元
町
駅
西

口
か
ら
二
筋
目
南
下
る
西
側
）
こ
こ
は

開
店
叩
周
年
を
迎
え
て
張
切
っ
て
い
る

店
。
神
戸
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
こ
こ
で
聞
け
ば
殆
ど
解
決
す
る
。
酒

も
い
い
し
珍
味
も
あ
る
。
一
軒
南
の
紅

梅
も
酒
は
吟
味
し
て
い
る
。
こ
こ
の
三

軒
。
い
ず
れ
も
文
化
人
の
巣
だ
け
れ
ど

も
親
切
な
い
い
店
ば
か
り
で
あ
る
。

神
戸
に
は
灘
の
酒
が
あ
る
。
ど
こ
で

飲
ん
で
も
酒
の
味
に
狂
い
は
な
い
。
神

戸
で
酒
が
ま
づ
け
れ
ば
客
は
全
然
寄
り

つ
か
左
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
選
定
の

秘
決
だ
が
書
き
そ
え
て
お
く
。

飴

埴

１
８５

１

構
え
の
あ
ぶ
は
ち
（
元
町
駅
西
口
下
る

左
側
）
は
マ
ス
タ
ー
の
愛
想
も
い
い
し

気
軽
で
い
い
。
変
っ
た
と
こ
ろ
で
ゴ
ー

ル
ド
（
農
業
会
館
南
下
る
西
側
）
こ
こ

は
「
ジ
ン
フ
ィ
ズ
の
店
」
と
い
う
看
板

を
あ
げ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
ジ
ン
フ
ィ

ズ
は
い
い
、
ア
ベ
ッ
ク
で
い
っ
て
も
楽

し
め
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
。

神
戸
ら
し
い
店
づ
く
り
を
心
掛
け
て

い
る
キ
ャ
ン
テ
ィ
（
生
田
筋
金
剛
山
西

へ
二
筋
山
側
）
は
少
し
高
級
だ
が
い
い

ム
ー
ド
を
出
し
て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
の

腕
も
確
か
左
も
の
で
あ
る
。

外
人
と
一
緒
に
な
っ
て
も
楽
し
く
飲

め
る
紳
士
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

の
バ
ー
が
い
い
だ
ろ
う
。
神
戸
の
夜
景

も
楽
し
め
る
と
い
う
皿
階
に
あ
る
バ
ー

は
最
高
級
。
気
軽
な
と
こ
ろ
で
は
キ
ン

グ
ズ
・
ア
ー
ム
ス
（
市
役
所
前
）
外
人

ば
か
り
が
飲
ん
で
い
る
が
別
に
叱
か
ら

れ
る
わ
け
は
な
い
か
ら
好
き
な
も
の
を

飲
め
ば
い
い
。
洋
酒
な
れ
ば
何
ん
で
も

あ
る
店
。

ワ
イ
ワ
イ
喋
り
な
が
ら
陽
気
に
や
る

ん
だ
と
い
う
人
は
、
タ
マ
リ
（
阪
急
三
宮

西
口
小
路
北
に
入
る
西
側
）
が
若
い
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
物
に
き
た
外
人

が
申
し
ま
し
た
。
「
日
本
の
夜
の
お
遊

び
が
夜
十
一
時
で
お
し
ま
い
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
こ
と
か
ね
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
午
前
三
時
、
パ
リ
は
眠
ら
な
い
し
、

ロ
ン
ド
ン
の
パ
ブ
（
飲
み
屋
）
は
夜
十

一
時
見
当
だ
が
、
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
い

れ
ば
大
丈
夫
」

こ
れ
で
み
て
も
、
欧
米
先
進
国
に
お

き
ま
し
て
は
、
夜
は
眠
る
た
め
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
遊
ぶ
た
め
に
あ
る
の
だ

と
い
う
こ
と
と
な
り
そ
う
で
す
。
で
は

い
っ
た
い
い
つ
眠
る
の
か
と
聞
き
直
る

の
は
ヤ
ポ
の
骨
頂
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
三

時
間
し
か
眠
ら
左
い
で
モ
リ
モ
リ
仕
事

を
し
た
と
い
う
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
八

時
間
も
の
睡
眠
を
必
要
と
す
る
と
い
う

の
は
よ
っ
ぽ
ど
栄
養
の
悪
い
人
間
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
遊
び
の
時

間
を
眠
り
に
と
ら
れ
る
な
ど
、
も
っ
た

い
な
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

で
は
、
ア
レ
は
い
つ
行
な
え
ば
よ
ろ

し
き
や
。
お
昼
休
み
に
行
な
え
ば
よ
ろ

し
か
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
パ
リ
は
二
時

間
、
ロ
ー
マ
は
三
時
間
と
、
実
に
た
っ

ぷ
り
と
お
昼
休
み
が
と
っ
て
あ
る
。
家

に
帰
っ
て
食
事
を
し
、
さ
ら
に
コ
ト
を

行
ま
っ
て
も
、
ま
だ
ヒ
ル
ネ
を
す
る
ぐ

ら
い
の
ヒ
マ
は
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
。

も
っ
と
も
通
勤
に
時
間
を
食
う
日
本
で

は
、
い
く
ら
昼
休
み
を
ふ
や
し
て
も
、

家
に
帰
っ
て
い
る
ヒ
マ
は
な
い
。
そ
こ

で
〃
彼
女
″
と
サ
カ
サ
ク
ラ
ゲ
に
し
け

こ
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
じ
ゃ
奥
さ
ん

が
承
知
し
ま
い
ね
。
（
Ｔ
）
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神戸

神
〆
庫
有
料
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記念碑台
竃

("蕊皇璽屡彦雲へ辱噸燕鉄

議術'’
六甲ホテル

ケ
ー
ブ
ル

小部峠
ル
五
○
分

三
宮
←
表
六
甲
有
料
道
路
←
カ
ン
ト
リ

ー
ハ
ウ
ス
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
○
分

三
宮
←
表
六
甲
有
料
道
路
←
観
光
牧
場

←
奥
摩
耶
有
料
道
路
←
修
法
ヶ
原
遊
園

地
←
三
宮
三
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
一
時
間

二
○
分

三
宮
←
修
法
ケ
原
←
森
林
植
物
園
一
○

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
三
○
分

●
登
山
タ
ク
シ
ー
料
金
（
概
算
）

三
宮
駅
→
一
一
○
○
円
←
六
甲
山
ホ
テ

ル

神
戸
の
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
を

ご
紹
介
し
よ
う
。

●
回
遊
コ
ー
ス

三
宮
←
表
六
甲
有
料
道
路
←
裏
六
甲
有

料
道
路
←
有
馬
温
泉
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト

三宮元町

:亀蝋蕊
料道路

6 . 0

平野

▲
再度公園

風3K’ 土橋駅

三
宮
駅
→
六
○
○
円
←
修
法
ヶ
原
公
園

三
宮
駅
→
八
○
○
円
←
森
林
植
物
園

●
表
六
甲
有
料
道
路
料
金

普
通
自
動
車
一
○
○
円
、
小
型
自
動
車

（
乗
用
）
八
○
円
オ
ー
ト
バ
イ
三
○
円

②
奥
再
度
有
料
道
路
料
金

普
通
自
動
車
（
乗
用
）
五
○
円
小
型
自
動

車
（
乗
用
）
四
○
円
オ
ー
ト
バ
イ
二
○
円

●
裏
六
甲
有
料
道
路

料
金
普
通
自
動
車
（
乗
用
）
一
○
○

円
小
型
自
動
車
（
乗
用
）
八
○
円
オ
ー

ト
バ
イ
三
○
円

１口

蕪Hﾖｰﾄ穂豊鉄
ワ

至大阪
←韓司＝牌
阪神電鉄
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識
鉾

識
轟
轟
騨

需
轄

旬
呂
唱
・
口

熱
縦

ホ
ー
ル
が
ハ
ネ
て
、
仕
事
か
ら
解
放

さ
れ
る
の
が
た
い
て
い
毎
晩
九
時
か
ら

十
時
の
間
で
あ
る
。
僕
に
は
そ
れ
か
ら

ま
た
別
の
楽
し
み
が
始
ま
る
ｌ
歩
く

の
が
好
き
だ
か
ら
。

ど
ん
左
に
冷
暖
一
房
が
利
い
て
い
て
も

部
屋
の
中
の
空
気
は
よ
ど
ん
で
い
る
か

ら
、
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
て
外
へ
飛
び

出
し
た
時
は
、
た
と
え
夜
で
あ
っ
て
も

や
は
り
爽
快
だ
。
空
気
が
お
い
し
い
。

社
を
飛
び
出
す
前
に
は
、
今
夜
は
ど

こ
で
何
を
食
べ
よ
う
か
．
．
…
・
な
ど
と
考

え
た
り
し
て
い
る
の
だ
が
、
外
へ
出
た

ト
タ
ン
に
市
役
所
の
屋
上
か
ら
時
報
の

鐘
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
知
ら
ぬ

間
に
足
が
そ
っ
ち
の
方
へ
向
い
て
い
る

僕
は
市
役
所
の
前
か
ら
東
遊
園
地
の
南

の
端
の
噴
水
ま
で
の
間
の
散
歩
道
が
好

き
だ
。
水
銀
灯
の
あ
の
街
路
灯
が
見
渡

す
か
ぎ
り
長
く
、
行
儀
よ
く
、
一
直
線

に
左
ら
ん
で
い
て
人
を
吸
い
つ
け
る
よ

う
で
も
あ
り
、
夢
心
地
に
誘
い
込
む
よ

う
で
も
あ
る
。
そ
の
下
の
細
長
く
続
い

た
芝
生
の
植
込
み
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
、
小
さ
な
水
溜
ま
り
が
あ
っ
て
蓮
の

花
が
浮
か
べ
て
あ
る
の
が
う
れ
し
い
。

街
の
ま
ん
中
の
〃
水
〃
と
い
う
も
の
が

こ
ん
な
に
心
を
惹
き
つ
け
る
も
の
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
前
を
通
り
抜
け
て
噴
水
の
あ
た

り
ま
で
を
往
復
す
る
の
が
楽
し
み
で
、

こ
の
時
は
も
う
頭
の
中
も
、
肺
の
中
に

小
寺
巌

（
国
際
会
館
常
務
取
締
役
）

三角屋根のキングズアームス市役所前のフラワーロード

嚢
神
戸
を
楽
し
む

私
の
コ
ー
ス
④

充
満
し
て
い
る
空
気
ま
で
が
今
ま
で
と

は
ス
ッ
カ
リ
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
神
戸
な
ら
で
は
味
わ
え
な
い
特
異

な
情
緒
で
あ
る
。

こ
の
道
の
ま
ん
中
あ
た
り
の
向
い
側

１
８９

１

に
キ
ン
グ
ズ
ア
ー
ム
ス
が
あ
る
。
終
戦

直
後
に
い
ち
早
く
建
て
ら
れ
た
も
の
で

ハ
ウ
ス
・
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
に
招
か
れ
た

時
か
ら
の
な
じ
み
だ
か
ら
も
う
十
年
以

上
に
た
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
郊
外
へ
車
を

走
ら
せ
る
と
、
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る

ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
式
の
居
酒
屋
そ
っ

く
り
の
建
築
様
式
で
あ
る
。
こ
こ
の
飾

り
立
て
な
い
家
庭
料
理
の
よ
う
な
食
事

が
い
い
。
こ
と
に
ス
ー
プ
が
お
い
し
い

し
、
ま
た
ロ
ー
ス
ト
・
ビ
ー
フ
は
さ
す

が
に
本
場
の
味
を
し
の
ば
せ
る
よ
う
な

絶
品
だ
。
以
前
僕
は
、
こ
こ
を
唯
一
の

逃
避
所
の
よ
う
に
し
て
、
時
々
一
人
で

静
か
に
食
事
を
す
る
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
が
、
こ
の
頃
で
は
客
足
が
賑
か
に
な

っ
て
そ
う
も
ゆ
か
を
い
。

食
事
の
話
の
序
で
だ
が
、
東
京
あ
た

り
か
ら
の
お
客
を
コ
ラ
ル
キ
タ
ノ
ヘ
連

れ
て
ゆ
く
と
眺
め
の
よ
い
の
に
と
て
も

喜
ば
れ
る
。
先
日
も
藤
原
義
江
さ
ん
ら

と
、
特
別
に
タ
ル
タ
ル
ス
テ
ー
キ
を
作

っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
た
が
、
あ
の
口
の

箸
っ
た
藤
原
さ
ん
も
褒
め
て
い
た
。
こ

こ
に
も
神
戸
ら
し
い
情
緒
が
た
だ
よ
っ

て
い
る
。

託
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補
〆
う
ま
い
も
ん
巡
粍

中
華
料
理
の
巻

神
戸
の
中
華
料
理
の
名
は
、
ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
高
い
。
い
わ

ば
そ
れ
だ
け
の
伝
統
が
あ
る
と
い
う
こ
と
左
の
で
あ
ろ
う
。
数
多

く
の
店
の
な
か
か
ら
、
い
い
店
を
え
ら
ぶ
の
は
、
実
は
左
か
左
か

や
っ
か
い
を
仕
事
で
も
あ
る
が
、
さ
き
に
こ
の
巻
で
と
り
あ
げ
た

店
に
加
え
て
、
広
東
料
理
の
金
龍
閣
（
国
鉄
三
宮
駅
前
新
聞
会
館

七
階
）
は
あ
げ
て
お
く
べ
き
店
で
あ
る
。
司
厨
長
の
美
瑞
桃
さ
ん

は
、
戦
前
南
京
街
に
あ
っ
て
、
知
ら
れ
た
「
大
東
楼
」
の
出
身
だ

し
、
そ
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
と
み
て
い
い
。

開
店
い
ら
い
数
年
、
経
営
合
理
化
と
い
う
ね
ら
い
で
あ
ろ
う
通

人
向
の
広
東
料
理
と
宴
会
、
披
露
宴
向
き
の
テ
ー
ブ
ル
料
理
、
そ

れ
に
ラ
ン
チ
向
と
三
本
立
て
で
、
広
い
客
層
集
め
を
は
か
っ
て
い

る
。通

人
向
き
の
一
品
で
は
、
紅
皮
鶏
（
ホ
ン
ピ
イ
カ
イ
）
が
秀
逸

だ
。
雌
の
若
鶏
を
、
丸
焼
に
し
、
そ
の
皮
だ
け
を
細
切
り
の
食
パ

ン
を
台
に
甜
（
あ
ま
）
み
そ
、
ね
ぎ
を
合
わ
せ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の

よ
う
に
つ
つ
ん
だ
も
の
。
ほ
ん
ら
い
台
は
食
パ
ン
で
は
な
い
。
こ

の
部
分
だ
け
は
、
戦
後
味
覚
の
応
用
編
と
い
え
そ
う
だ
が
、
つ
や

の
あ
る
鶏
の
皮
が
、
合
わ
せ
た
も
の
と
、
適
当
に
調
和
し
た
風
味

を
出
し
、
い
く
ぶ
ん
か
た
い
目
の
皮
が
口
に
か
な
り
残
る
よ
う
で

コ
ク
が
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
い
い
。
鶏
一
羽
分
で
一
八
○
○
円
、

二
、
三
人
で
分
食
す
る
の
に
手
ご
ろ
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
た
ま
ら

ぬ
高
級
だ
が
、
ス
ッ
ポ
ン
料
理
も
で
き
る
。
日
本
料
理
の
ス
ッ
ポ

ン
と
は
処
理
が
ち
が
い
、
う
ん
と
薬
味
を
使
う
が
、
手
間
が
か
か

る
料
理
左
の
で
、
予
約
が
絶
対
に
必
要
、
二
五
○
○
円
、
一
万
四
、

五
千
円
の
テ
ー
ブ
ル
料
理
の
場
合
は
、
注
文
す
る
と
入
る
か
ら
、

そ
う
し
て
賞
味
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
で
あ
ろ
う
。

赤
尾
兜
子

No.２７

偵

ま
た
こ
の
店
、
総
じ
て
自
家
製
の
麺
類
が
い
い
。
「
湯
米
粉
」

（
し
る
ビ
ー
フ
ン
）
「
妙
米
粉
」
（
焼
き
ビ
ー
フ
ン
》
は
い
ず
れ

も
一
五
○
円
。

ラ
ン
チ
は
一
汁
一
菜
と
ご
飯
、
つ
け
物
で
二
百
円
。
ス
ー
プ
二

種
類
、
菜
、
四
種
類
に
そ
れ
ぞ
れ
番
号
が
つ
け
て
あ
っ
て
、
番
号

で
注
文
も
で
き
る
。
毎
週
金
曜
日
に
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
る
が
、
ご

飯
は
い
く
ら
お
変
り
し
て
も
自
由
、
い
ま
ま
で
九
杯
の
客
が
記
録

と
い
う
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
家
族
ず
れ
の
昼
食
に
は
、
手
ご
ろ
で

あ
ろ
う
。
七
階
な
の
で
、
街
の
眺
望
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け
気
持
の

い
い
食
事
が
で
き
る
。

お
な
じ
広
東
料
理
で
、
い
い
仕
事
を
し
て
い
る
別
館
牡
丹
園
が

こ
ん
ど
ナ
イ
ア
ガ
ラ
ビ
ル
五
階
（
生
田
新
道
新
世
紀
西
南
）
に
開

店
し
た
中
華
バ
イ
キ
ン
グ
は
、
そ
の
珍
ら
し
さ
と
フ
ン
ィ
キ
と
味

の
点
で
、
な
か
な
か
異
色
で
あ
る
。

バ
イ
キ
ン
グ
と
は
洋
画
で
も
お
た
じ
み
の
西
歴
八
’
一
一
世
紀

に
か
け
て
ス
エ
ー
デ
ン
で
掠
奪
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
海
賊
の
先

達
者
た
ち
の
こ
と
、
そ
の
酒
池
肉
林
の
料
理
を
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

と
い
い
、
一
説
に
は
、
主
婦
が
祭
り
や
祝
い
の
行
事
に
じ
ま
ん
料

理
を
持
ち
よ
っ
て
テ
ー
ブ
ル
に
飾
っ
て
皆
で
食
べ
あ
っ
た
の
が
そ

の
起
源
と
も
い
う
。

と
も
か
く
こ
の
北
欧
の
山
と
海
の
幸
を
集
め
た
食
べ
放
題
の
豪

華
で
多
量
な
料
理
の
ス
タ
イ
ル
だ
け
を
真
似
て
、
そ
の
中
身
を
中

華
料
理
に
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
事
前
に
相
談
を
受
け
た
時
、
私

は
マ
ス
プ
ロ
料
理
に
表
っ
て
味
が
低
下
す
る
懸
念
が
あ
る
と
、
む

し
ろ
反
対
の
意
向
を
も
ら
し
た
が
、
さ
て
開
い
た
上
で
、
み
る
と

そ
れ
は
机
上
の
懸
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
別
館
牡
丹
園

１
７０
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の
ス
ー
プ
）
な
ど
湯
類
も
あ
っ
て
品
ぶ
れ
は
約
三
十
種
。

さ
め
た
い
よ
う
に
、
料
理
を
左
ら
く
る
台
の
下
は
保
温
式
に
作

っ
て
あ
っ
て
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
工
夫
と
み
た
。

め
い
め
い
が
、
側
に
あ
る
皿
を
と
っ
て
、
そ
れ
に
鉢
か
ら
す
き

を
料
理
を
つ
ま
み
あ
げ
、
あ
る
い
は
ス
ー
プ
皿
に
ス
ー
プ
を
と
っ

て
、
各
テ
ー
ブ
ル
へ
つ
い
て
談
笑
し
な
が
ら
食
べ
る
と
い
う
寸
法

近
く
、
各
料
理
に
広
東
語
で
料
理
名
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
立
て
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
料
理
名
を
知
ら
な
い
で
食
べ
る
芸
の
な
さ
を

救
い
、
す
き
左
料
理
を
後
ま
で
お
ぼ
え
て
お
く
に
も
い
い
。

夜
、
あ
る
時
間
が
く
る
と
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
流
れ
る
。
神
戸

の
街
の
夜
の
灯
が
、
窓
か
ら
手
に
と
る
よ
う
に
見
え
る
。
ム
ー
ド

と
料
理
の
ミ
ッ
ク
ス
、
中
華
料
理
に
し
て
は
大
胆
で
異
色
な
着
想

で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
斬
新
さ
こ
そ
、
い
か
に
も
神
戸
ら
し
い
と

も
い
え
る
。
料
理
の
品
ぶ
れ
は
、
こ
ん
ご
研
究
に
よ
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
変
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

い
く
ら
食
べ
て
も
一
人
一
○
○
○
円
。

の
店
主
兼
司
厨
長
、
そ
の
名
実
と
も
の
味
づ
く
り
を
し
て
い
る
王

織
晒
さ
ん
が
、
毎
日
足
を
は
こ
ん
で
材
料
を
吟
味
、
味
づ
く
り
を

第
一
コ
ッ
ク
に
さ
せ
て
い
る
の
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
味
は
た
し

か
で
あ
る
。

し
か
も
店
は
、
伊
藤
慶
之
助
画
伯
デ
ザ
イ
ン
の
壁
画
、
華
道
の

西
村
雲
華
作
の
前
衛
生
花
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
台

の
上
を
飾
り
、
店
の
調
度
は
す
べ
て
モ
ダ
ン
で
溝
酒
。
店
の
装
飾

に
か
を
り
無
神
経
な
店
が
多
い
中
華
料
理
店
の
常
識
を
お
よ
そ
破

っ
て
い
る
。
む
し
ろ
西
欧
風
の
感
じ
の
方
が
濃
い
。
料
理
の
一
端

を
ひ
ろ
う
と

「
南
乳
海
鶏
」
（
中
国
の
豆
腐
で
妙
め
た
鶏
）
「
如
汁
鶏
片
」

（
鶏
の
ク
リ
ー
ム
煮
込
み
）
「
蛙
油
牛
利
」
（
牛
の
タ
ン
の
オ
イ

ス
タ
ー
ソ
ー
ス
煮
込
み
）
「
搾
菜
蒸
肉
餅
」
（
搾
菜
と
豚
肉
を
蒸
し

た
料
理
）
「
妙
飽
統
」
（
あ
わ
び
の
糸
切
り
妙
め
）
「
桂
花
廼
」

（
フ
カ
の
ヒ
レ
の
玉
子
と
じ
）
と
い
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大

鉢
に
入
れ
て
宏
ら
べ
て
あ
り
、
ほ
か
に
「
魚
迩
」
（
フ
カ
の
ひ
れ

別館牡丹園の中華バイキング料理

; 灘繍鍵
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Ｐ
爾
畢
店
七
所
＃

世
の
中
で
最
も
無
駄
を
時
間
と
は
、
空
白
を
ポ
ン
ヤ
リ
し
て
い

る
時
間
で
は
な
く
て
「
会
議
」
の
時
間
で
あ
る
。
会
議
の
首
席
に

座
っ
て
、
会
議
を
主
宰
す
る
の
は
一
見
や
り
が
い
が
あ
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
か
ざ
り
と
本
人
の
自
己
満
足
に
過
ぎ

な
い
こ
と
は
、
ど
ん
な
会
議
で
も
い
い
か
ら
末
席
に
す
わ
っ
て
五

分
も
な
が
め
て
い
れ
ば
わ
か
る
。
座
長
が
い
か
に
も
精
力
的
に
会

議
を
切
り
ま
わ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
他
の
連
中
は
「
き

の
う
食
っ
た
酢
蛸
が
よ
く
左
か
つ
た
せ
い
か
腹
具
合
が
お
か
し

い
」
と
か
「
け
さ
電
車
の
中
で
見
た
す
ば
ら
し
い
グ
ラ
マ
ー
は
ど

こ
の
会
社
の
コ
だ
ろ
う
」
と
か
考
え
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
議
長
に
と
っ
て
は
イ
イ
カ
ッ
コ
を
す
る
チ
ャ
ン
ス

だ
ろ
う
が
、
他
の
も
の
に
と
っ
て
は
全
く
無
意
味
な
の
が
会
議
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
紳
士
は
会
議
に
対
し
て
い
か
に
処
す
れ
ば
よ
い
か
。

一
言
に
し
て
い
え
ば
、
会
議
は
や
め
た
ら
い
い
の
で
あ
る
。
も
し

か
の
紳
士
が
企
業
、
団
体
の
長
で
あ
る
表
ら
、
会
議
の
全
廃
を
決

定
す
れ
ば
よ
い
。
能
率
向
上
の
た
め
出
勤
簿
を
全
廃
し
た
会
社
、

定
年
制
を
廃
止
し
た
会
社
も
あ
る
世
の
中
で
あ
る
。
ク
ダ
ラ
ヌ
も

の
と
衆
目
が
一
致
し
て
い
る
会
議
を
全
廃
す
る
の
に
な
ん
の
遠
慮

が
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
会
社
の
長
で
あ
っ
て
、
会
議
を
開
く
と
い
う
誘
惑
に
勝

て
な
い
人
物
も
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早
朝
に

各
重
役
、
各
部
長
を
集
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
門
に
つ
い
て

い
ち
い
ち
叱
言
を
い
う
の
を
常
と
し
て
い
る
人
が
あ
る
。
だ
が
列

席
者
は
と
お
の
昔
に
こ
の
会
議
が
社
長
の
健
康
法
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
承
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
コ
ゴ
ト
と
は
。
念
仏
や
お
題
目
を
い
わ
な
い

会
議
紳
士

紳
士
入
門
⑳

四
○
言
ざ
ず
①
“
ぬ
①
冒
匡
①
日
四
口

ザ

だ
け
、
落
語
の
小
言
幸
兵
衛
よ
り
タ
チ
が
悪
い
」
と
心
中
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
紳
士
は
と
き
に
会
議
を
開
か
ね
ば
左
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
時
に
は
、
前
以
て
会
議
の
ル
ー
ル
を
き
め
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
会
議
の
時
間
は
三
十
分
を
越
え
底
い
こ
と
。
こ
れ
は

ど
う
せ
発
言
す
る
人
間
は
、
出
席
者
が
い
か
に
多
く
て
も
二
、
三

人
に
き
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
三
十
分
以
上
引
き
延
し
た
と
て
内
容

が
豊
富
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
。

次
に
席
上
で
は
絶
対
禁
煙
と
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
大
多

数
の
人
間
が
「
早
く
会
議
が
済
ん
で
ほ
し
い
」
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る

か
ら
、
会
議
が
能
率
的
に
運
ば
れ
る
。
紳
士
自
身
が
愛
煙
家
の
場

合
は
、
も
ち
ろ
ん
会
議
を
早
く
や
め
よ
う
と
思
う
か
ら
結
果
は
良

好
で
あ
る
。

ま
た
卓
上
に
一
切
の
書
類
、
紙
、
エ
ン
ピ
ッ
類
を
置
か
せ
な
い

こ
と
。
頭
の
悪
い
人
間
に
限
っ
て
会
議
に
は
た
く
さ
ん
の
書
類
を

持
ち
込
み
た
い
も
の
で
あ
り
、
数
字
そ
の
他
重
要
な
事
項
は
担
当

者
が
当
然
記
憶
し
て
お
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
紙
や
エ
ン

ピ
ッ
を
備
え
て
お
い
て
も
、
せ
い
ぜ
い
丸
や
三
角
や
列
席
者
の
似

顔
絵
や
新
幹
線
超
特
急
の
絵
を
か
い
て
み
る
こ
と
に
使
わ
れ
る
だ

け
で
あ
る
。

こ
う
す
れ
ば
、
短
時
間
に
能
率
的
か
つ
有
益
な
会
議
が
持
た
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

次
に
、
各
種
団
体
や
会
社
傘
下
の
支
店
長
会
議
な
ど
を
あ
な
た

が
主
催
す
る
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
こ
れ
は
最
近
す
で
に

各
方
面
で
実
施
さ
れ
て
い
る
方
法
で
あ
る
が
、
あ
え
て
推
賞
し
て

お
く
。

●

文
・
竹
田
洋
太
郎

え
・
鴨
居
玲
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戸
た
ら
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
あ
た
り
へ
追
い
上
げ
て
お
け
ば
よ
ろ
し

い
。
バ
ス
が
予
約
で
き
な
い
と
き
は
、
知
り
合
い
の
会
社
か
ら
Ｐ

Ｒ
映
画
の
二
、
三
本
も
借
り
て
く
れ
ば
結
構
午
後
は
つ
ぶ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
出
席
者
か
ら
ア
ク
ビ
が
盛
ん
に
も
れ
は
じ
め
た
こ

ろ
、
適
当
な
旅
館
の
宴
会
に
持
っ
て
い
く
。
元
来
、
会
議
の
目
的

は
出
席
者
が
旅
費
、
滞
在
費
会
社
持
ち
で
「
ど
こ
か
へ
」
出
か
け

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
出
席
者
も
満
足
し
、
主
催
者
も
会
議
そ
の

も
の
を
最
少
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
も
し
、
紳
士
自
身
が
会
議
に
出
席
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

ら
ど
う
す
る
か
。
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
き
め
て
お
い
て
、
会
場
へ

長
距
離
の
電
話
を
か
け
さ
せ
、
そ
こ
で
渋
い
顔
し
て
会
議
を
ス
ッ

ポ
カ
し
、
電
話
で
た
に
か
と
し
や
く
っ
て
、
あ
と
は
宴
会
だ
け
に

出
席
し
て
お
れ
ば
、
主
催
者
の
顔
を
つ
ぶ
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い

わ
け
で
あ
る
。

ザ

先日王子動物園前のコーヒー店で休んでいると、長ぐつをはいた中
年の男が入って来た。そして店主と何かブツブツ話しだした。聞くと
もなしに聞いてみると、こうである。「この間の催しの時、皆にコー
ヒーが出たが、その時自分は仕事でその場に居なかった。だからその
伝票を直して、ここでコーヒーを一杯飲ましてくれ……。」というの
である。やっとの事でコーヒーにありついたその中年男は、音をたて
てそれをすすりながら「あのね一今度来たチンパンジーの子は、８０万
円だよ……」とぬかしおった。
全くわびしいね〃ナントカしなくっちゃ－。レイ・カモイ

た
と
え
ば
、
一
日
の
日
程
で
会
議
を
開
く
場
合
は
午
前
十
時
に

「
開
場
」
す
る
。
開
場
と
は
会
議
場
を
開
く
の
で
あ
っ
て
会
議
を

開
く
の
で
は
を
い
・
そ
れ
か
ら
紅
茶
、
ケ
ー
キ
、
タ
バ
コ
、
お
し

ぼ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
適
当
な
間
隔
で
会
場
に
持
ち
込
む
と

大
体
十
一
時
ご
ろ
ま
で
に
は
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ャ
ガ
ャ
「
お
ひ
さ
し
ぶ

り
で
す
な
あ
」
と
か
「
ウ
チ
の
息
子
が
×
×
大
学
に
は
い
り
よ
り

ま
し
て
左
あ
」
と
か
「
神
経
痛
に
は
ハ
リ
が
一
番
で
す
よ
」
と
か

い
っ
て
い
る
。

十
一
時
に
会
議
を
開
く
と
、
出
席
者
は
す
べ
て
し
ゃ
べ
り
疲
れ

て
い
る
の
で
「
事
務
局
の
作
成
い
た
し
ま
し
た
原
案
通
り
」
可
決

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
う
す
ぐ
昼
食
で
あ
る
。
こ
れ
も
幕
の
内
弁
当
な
ど
で
は
な
く

安
物
で
も
フ
ル
コ
ー
ス
の
洋
食
を
た
く
さ
せ
て
時
間
を
か
せ
ぐ
。

午
後
は
「
見
聞
を
広
め
る
意
味
で
」
バ
ス
を
仕
立
て
て
ど
こ
か
に

見
学
に
い
く
。
昼
間
は
ヌ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
も
開
い
て
い
な
い
し
神
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今
日
の
ラ
ン
チ
は
軽
く
す
ま
せ
た
い

と
思
わ
れ
る
方
に
は
新
聞
会
館
地
下
の

一
番
東
端
、
喫
茶
店
サ
ボ
イ
向
い
に
あ

る
「
千
田
の
ミ
ル
ク
ス
タ
ン
ド
」
ご
自

慢
の
ホ
ッ
ト
・
ド
ッ
グ
を
お
す
す
め
す

る
。
ハ
ム
、
野
菜
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
三
種
類
あ
り
い
づ
れ
も
一
本

釦
円
。
で
き
た
て
の
温
い
ホ
ッ
ト
・
ド

ッ
グ
に
ク
リ
ー
ム
・
ポ
タ
ー
ジ
ュ
（
釦

円
）
が
よ
く
合
っ
て
お
い
し
い
。
牛

乳
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
も
あ
る
の
で
便

利
。
小
さ
な
カ
ウ
ン
タ
ー
に
５
，
６
人

腰
か
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
こ
じ
ん
ま
り
し

た
店
で
あ
る
。

華
子
さ
ん
も
お
持
ち
に
な
っ
た
ゴ
ブ

ラ
ン
の
お
し
ゃ
れ
バ
ッ
グ
で
す
。
手
織

り
の
花
模
様
が
重
厚
な
感
じ
で
、
華
や

か
な
中
に
も
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
あ
る

バ
ッ
グ
で
す
。
お
嬢
さ
ん
か
ら
若
奥
様

向
き
で
し
ょ
う
。
向
か
っ
て
左
噸
鰐

函
ｇ
ｏ
右
が
鴫
Ｐ
ｇ
ｏ
。
ド
イ
ツ
製
。

（
生
田
筋
ス
テ
ッ
キ
オ
カ
ダ
）

☆
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

Ｂ一且

蕊蕊蕊蕊

も
と
韓
国
船
員
神
戸
港
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

精
神
道
場
を
開
く
と
し
て
出
発
す
る
は
ず
の
人
た

祭
壇
に
切
り
紙
細
工
の
人
形
ち
が
、
現
地
の
政
情
不
安
で
足

を
そ
た
え
、
お
経
を
あ
げ
る
と
ど
め
を
食
っ
て
い
る
。
最
近
は

そ
の
人
形
が
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
と
内
地
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
す

ひ
と
り
で
に
宙
を
さ
ま
よ
う
。
る
人
た
ち
が
減
る
一
方
だ
が
、

祈
り
お
わ
る
と
ピ
タ
リ
と
停
止
こ
れ
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
い

こ
の
不
思
議
な
修
法
で
知
ら
れ
わ
ゆ
る
〃
移
民
屋
″
・
日
本
製

ろ
坊
さ
ん
が
神
戸
に
い
る
。
名
品
を
不
当
を
高
値
で
送
り
こ
ん

は
ユ
ウ
・
ニ
ッ
ヵ
ィ
。
日
海
さ
だ
り
、
あ
っ
せ
ん
料
を
ピ
ン
ハ

ん
は
韓
国
の
船
員
だ
っ
た
が
、
ネ
し
た
り
悪
質
な
者
が
多
い

乗
り
組
ん
で
い
た
船
が
遭
難
。
が
、
内
地
の
人
手
不
足
を
見
限

同
僚
の
死
を
体
験
し
て
か
ら
人
っ
て
、
沖
縄
、
台
湾
か
ら
人
集

間
の
は
か
な
さ
を
知
っ
た
。
そ
め
を
し
て
き
た
。
み
ん
な
食
え

れ
が
動
機
で
日
蓮
宗
・
身
延
山
な
い
人
た
ち
だ
か
ら
話
が
う
ま

に
こ
も
っ
て
修
業
。
日
夜
た
ゆ
く
ま
と
ま
り
、
い
っ
た
ん
神
戸

ま
い
努
力
が
藤
井
管
長
に
認
め
へ
連
れ
て
来
て
、
神
戸
港
か
ら

ら
れ
て
日
海
の
名
を
与
え
ら
れ
出
発
さ
せ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

た
。
青
谷
温
泉
東
隣
り
の
民
家
向
う
の
受
け
入
れ
事
情
が
悪
い

二
階
に
精
神
道
場
を
開
い
た
の
と
あ
っ
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な

は
三
か
月
ほ
ど
前
の
こ
と
。
韓
い
・
台
湾
沖
純
か
ら
来
た
人
（
約

国
人
で
こ
う
し
た
処
遇
を
う
け
三
百
人
と
い
う
）
は
、
い
ま
市

た
人
は
同
宗
門
で
初
め
て
と
い
内
の
料
理
店
な
ど
で
下
働
き
を

う
だ
け
に
、
信
者
は
韓
国
人
が
し
て
暮
ら
し
て
い
る
が
、
こ
ち

多
い
と
か
。
か
な
り
評
判
を
呼
ら
は
食
え
れ
ば
Ｏ
Ｋ
だ
か
ら
移

ん
で
い
る
が
、
実
況
を
見
聞
し
民
屋
の
地
だ
ん
だ
を
よ
そ
に
涼

た
わ
け
で
は
な
い
。
心
あ
る
人
し
い
顔
。
し
か
し
、
頭
の
痛
い

は
一
度
、
お
ま
い
り
な
さ
る
が
の
は
入
国
管
理
事
務
所
だ
。
移

よ
か
ろ
う
。

民
へ
の
寄
港
地
と
し
て
沖
純
、

台
湾
か
ら
の
入
国
を
認
め
た
も

ヤ
キ
モ
キ
す
る

の
の
、
通
用
期
限
が
切
れ
る
と

入
国
管
理
事
務
所

そ
れ
ま
で
。
ヤ
キ
モ
キ
の
毎
日

☆
は
い
か
ら
コ
ー
ナ
ー

●

ざ

だ
そ
う
な
。

原
口
忠
次
郎
氏
の
新
著

「
心
の
か
け
橋
」
出
版
さ
る

神
戸
市
長
の
原
口
忠
次
郎
氏

の
著
書
「
心
の
か
け
橋
」
が
、

時
事
通
信
社
か
ら
出
版
さ
れ
た

発
売
は
、
月
加
日
。
内
容
は
、

「
心
の
か
け
橋
」
「
若
い
人
た

ち
へ
」
「
技
術
と
人
生
」
の
三

部
に
分
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
味
わ

い
の
深
い
随
筆
が
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
・
河
野
一
郎
氏
も
、
「
市

長
と
い
う
多
忙
左
職
務
の
寸
閑

に
記
さ
れ
た
文
章
の
中
に
夢
と

ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
個
性
豊
か

な
原
口
さ
ん
の
人
間
像
が
お
の

ず
か
ら
出
て
い
て
、
名
人
上
手

の
座
談
を
聞
く
感
が
あ
る
」
と

賛
辞
を
寄
せ
て
い
る
。

新
し
い
画
廊
と

デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
教
室
誕
生

三
宮
の
大
和
ビ
ル
（
葺
合
区

機
上
通
５
丁
目
）
の
地
階
に
、

こ
の
ほ
ど
ダ
イ
ワ
画
廊
（
壁
面

延
数
躯
、
）
と
、
デ
ザ
イ
ン
・

絵
画
教
室
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
両
方
と
も
開
業
は

ｎ
月
ｎ
日
の
予
定
。

画
廊
は
壁
面
全
部
を
借
り
る

と
、
１
日
３
５
０
０
円
、
二
つ

に
区
切
っ
た
場
合
、
壁
面
羽
ｍ

で
１
日
２
５
０
０
円
、
四
ｍ
の

場
合
で
１
日
１
５
０
０
円
。
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

開
店
２
ヶ
月
以
内
の
予
約
の
方

に
限
り
２
割
引
、
批
評
家
・
美

術
家
の
来
鑑
・
批
評
の
便
を
計

る
な
ど
の
特
典
が
あ
る
。

教
室
の
方
は
、
西
洋
画
科
Ｉ

（
火
木
午
後
６
時
半
１
９
時
）

ｑ

塔
◇
。
◇
祝
ぶ
り
、
刊
酬
⑰
中
型

･ﾆﾏ誌･翰勧蛾

１
７４
１
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た
も
の
だ
が
、
近
頃
は
、
新

し
い
時
の
流
れ
に
押
さ
れ
て

昔
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
姿

に
変
貌
し
そ
う
な
ピ
ン
チ
に

た
た
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う

の
は
、
こ
の
静
か
な
由
緒
あ

る
地
区
に
最
近
ト
ル
コ
ブ
ロ

キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
、
ア
ベ
ッ
ク
専
用
ホ
テ
ル

な
ど
の
歓
楽
機
関
が
続
々
と

建
て
ら
れ
て
、
か
つ
て
の
ユ

ニ
ー
ク
な
ふ
ん
い
き
が
壊
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

だ
。

一
番
困
っ
て
い
る
の
は
、

こ
の
地
帯
に
集
ま
っ
て
い
る

学
校
だ
。
短
大
、
高
、
中
、

全
看
護
の
個
人
産
院
で
あ
る
。

一
番
の
特
色
は
、
マ
マ
は
「
ネ

マ
キ
と
洗
面
具
」
だ
け
も
っ
て

入
院
す
れ
ば
よ
く
、
一
週
間
約

三
万
円
の
費
用
が
あ
れ
ば
、
す

べ
て
病
院
側
の
ゆ
き
と
ど
い
た

設
備
で
安
心
し
て
ベ
ビ
ー
の
出

産
が
出
来
る
と
い
う
仕
組
。
生

ま
れ
て
一
週
間
、
性
別
も
は
っ

き
り
し
て
か
ら
ベ
ビ
ー
用
品
を

と
と
の
え
れ
ば
よ
い
訳
。
院
長

の
久
保
田
医
学
博
士
、
峰
子
夫

人
の
話
に
よ
る
と
「
お
産
は
病

気
で
は
な
く
自
然
現
象
。
そ
し

て
マ
マ
の
誇
り
も
最
高
の
時
、

充
分
に
整
っ
た
最
新
式
の
設
備

で
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う

医
学
的
に
も
新
し
い
育
児
法
を

試
み
て
い
ま
す
。
」
と
非
常
に

意
欲
的
で
あ
る
。

台
風
釦
号
の
置
き
土
産

「
台
風
加
号
は
神
戸
港
に
停

が
会
費
１
０
０
０
円
、
入
会
金

１
０
０
０
円
、
指
導
者
は
古
川

清
氏
、
西
洋
画
科
Ⅱ
（
日
曜
午

後
６
時
半
１
９
時
）
が
会
費
７

０
０
円
、
入
会
金
１
０
０
０
円

指
導
者
は
古
川
氏
と
堀
江
潤
子

氏
。
デ
ザ
イ
ン
科
工
（
月
金
午

後
６
時
半
１
９
時
）
は
会
費
２

０
０
０
円
、
入
会
金
１
０
０
０

円
、
指
導
者
は
小
川
鉄
男
氏
。

デ
ザ
イ
ン
科
Ⅱ
（
水
土
午
後
６

時
半
１
９
時
）
は
会
費
２
０
０

０
円
、
入
会
金
１
０
０
０
円
、

指
導
者
は
小
川
氏
と
堀
江
氏
。

神
戸
っ
子
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の

幸
せ
を
創
る
病
院

初
秋
の
神
戸
に
ホ
テ
ル
の
よ

う
な
ム
ー
ド
を
持
っ
た
５
階
建

ピ
ル
の
病
院
が
そ
び
え
た
。
こ

れ
は
、
生
田
区
多
聞
通
５
丁
目

中
村
ビ
ル
の
久
保
田
産
婦
人
科

で
神
戸
初
の
ホ
ス
ピ
テ
ル
式
完

ピ
ン
チ
の
山
手
地
区

神
戸
の
山
手
地
区
と
い
え

ば
、
か
ず
か
ず
の
由
緒
あ
る

異
人
館
や
ホ
テ
ル
、
外
国
領

事
館
な
ど
が
並
び
、
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
の
漂
う
特

異
な
区
域
と
し
て
、
昔
か
ら

神
戸
市
民
か
ら
愛
さ
れ
て
い

花時計

小
学
校
、
幼
群
園
な
ど
十
二

校
で
は
、
す
で
に
「
生
田
区
、

山
手
地
区
の
教
育
環
境
を
守

る
会
」
（
幹
事
Ｉ
神
戸
女
子

短
大
）
を
結
成
し
て
、
県
、

市
へ
陳
情
し
た
り
、
文
教
地

区
指
定
を
め
ざ
し
て
反
対
運

動
を
続
け
て
い
る
。
学
校
が

反
対
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
神
戸
を
愛
す
る
神
戸

人
な
ら
だ
れ
し
も
こ
の
由
緒

を
残
し
た
い
と
望
む
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
問
題
は
な
か

な
か
深
刻
だ
が
、
全
市
民
の

協
力
で
な
ん
と
か
歓
楽
地
帯

に
墜
さ
ぬ
よ
う
に
で
き
ぬ
も

の
だ
ろ
う
か
。
（
Ａ
）

桧

:;）
中

口
百
店
会
だ
よ
り
□

7５

泊
中
の
船
舶
に
大
き
な
被
害
を

与
え
た
」
と
新
聞
、
ラ
ジ
オ
で

伝
え
ら
れ
、
事
実
そ
の
被
害
を

受
け
た
船
泊
は
今
だ
に
、
ひ
っ

く
り
か
え
っ
た
横
腹
を
見
せ
た

り
突
堤
に
乗
り
上
げ
た
り
し
た

ま
ま
で
あ
る
。
・

昔
か
ら
「
風
が
吹
い
た
ら
、

桶
屋
が
も
う
か
る
」
と
い
う

が
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
受
け
た

船
は
ど
う
な
る
の
か
？

風
が
吹
い
た
ら
ど
こ
が
も
う

か
る
か
？

こ
の
答
は
造
船
所
と
出
る
。

「
ま
だ
、
台
風
で
や
ら
れ

た
船
の
修
理
は
引
合
だ
け
で

は
っ
き
り
し
て
い
ま
い
が
、
い

づ
れ
は
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

左
い
で
し
ょ
う
」
と
答
え
て
い

る
が
、
結
局
、
保
険
の
か
か
っ

て
い
る
船
舶
の
こ
と
だ
か
ら
、

こ
の
修
理
は
悪
く
た
い
話
だ
ろ

津
フ
０

☆
洋
菓
子
天
国
コ
ウ
ベ
に
ふ
さ
わ
し
い

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。
フ
ラ
ン
ス
菓
子
ド

ン
ク
で
、
こ
の
た
び
女
性
の
み
な
さ
ん
の

た
め
の
「
お
菓
子
作
り
方
教
室
」
Ｉ
す
ず
ら

ん
会
Ｉ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
毎
月
お
い
し

い
ケ
ー
キ
の
作
り
方
を
親
切
に
お
教
え
し

ま
す
。
只
今
会
員
を
慕
集
中
に
つ
き
ご
希

望
の
方
は
芦
屋
店
、
三
宮
本
店
へ
お
申
込

み
の
ほ
ど
を
。
会
費
は
一
カ
月
五
○
○
円

☆
蛸
の
壷
（
国
鉄
元
町
駅
東
口
浜
側
路

地
入
る
）
で
は
、
去
る
加
月
弱
日
（
日
）

今
ま
で
た
こ
焼
き
に
す
る
た
め
昇
天
さ
せ

ら
れ
た
蛸
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
「
蛸
の
壷

十
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
」
を
御
影
小
原
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
神
戸
の
名
士
、
「

蛸
の
壷
フ
ァ
ン
」
な
ど
多
勢
が
集
ま
り
、

大
へ
ん
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

★
趣
味
の
工
芸
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
店

ト
ァ
ロ
ー
ド
の
磯
川
工
芸
店
が
蹄
こ
の
た

び
店
内
を
新
装
、
見
違
え
る
よ
う
に
広
く

明
る
く
な
り
ま
し
た
。
陳
列
ケ
ー
ス
と
ケ

ー
ス
の
間
を
通
り
や
す
く
し
、
ゆ
っ
た
り

と
お
買
も
の
を
た
の
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
外
人
客
も
好
ん
で

こ
の
店
へ
や
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
散
歩

の
途
中
、
ぜ
ひ
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

☆
元
町
通
り
一
丁
目
浜
側
に
あ
る
、
カ

バ
ン
の
専
門
店
大
上
鞄
店
に
姉
妹
店
が
で

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
当
店
の

ち
ょ
う
ど
西
隣
り
で
「
い
な
み
」
と
い
う

婦
人
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
専
門
店
で
す
。
ス

ッ
キ
リ
と
し
た
店
内
が
と
て
も
明
る
く
、

道
に
面
し
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
か
け
ら
れ
た

一
枚
の
油
絵
が
好
も
し
い
印
象
で
し
た
。

☆
元
町
通
３
丁
目
ヒ
ロ
タ
で
は
加
月
１

日
夢
の
超
特
急
開
通
と
同
時
に
発
売
し
た

「
夢
の
超
特
急
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
風
せ
ん

べ
い
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
ヒ

ロ
タ
の
社
長
が
昭
和
詔
年
に
国
鉄
か
ら
夢

の
超
特
急
の
計
画
を
聞
き
知
っ
た
と
き
か

ら
の
念
願
の
お
菜
子
で
、
早
く
か
ら
準
備

し
て
、
月
１
日
を
待
っ
て
い
た
と
い
う
わ

け
。
二
色
ク
リ
ー
ム
を
は
さ
ん
だ
ち
ょ
っ

と
ゴ
ー
フ
ル
に
似
た
感
じ
で
、
超
特
急
を

描
い
た
丸
型
の
お
せ
ん
べ
い
。
３
枚
百

円
、
６
枚
二
百
円
ほ
か
缶
入
り
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
新
幹
線
に
ご
乗
車
の
際
に
ぜ
ひ

お
買
い
求
め
下
さ
い
。
シ
ャ
レ
た
お
み
や

げ
で
喜
ば
れ
ま
す
。

☆
元
町
通
３
丁
目
に
あ
る
和
菓
子
の
店

本
高
砂
屋
２
階
喫
茶
室
が
模
様
が
え
い
た

し
ま
し
た
。
お
買
物
に
少
し
疲
れ
た
時
に

は
、
本
高
砂
屋
の
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
ひ
と

や
す
み
、
出
来
た
て
の
お
菓
子
で
も
ど
う

ぞ
。☆

ド
イ
ツ
菓
子
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ユ

ー
ハ
イ
ム
・
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
本
社
（
熊
内

町
一
丁
目
、
市
立
美
術
館
隣
り
）
で
は
、

た
だ
い
ま
事
務
所
・
工
場
を
改
装
中
で
す

近
々
、
完
成
予
定
。
美
し
い
た
た
づ
ま
い

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
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